
2025年 (令和7年)(1)第36号 10月1日

正面前庭東門の梅

校庭から望む北アルプス

　本校は、来年令和８年（２０２６年）創立１２０周年を迎えます。同窓会では、高校、Ｐ
ＴＡ、同窓会で組織する「松代高等学校創立１２０周年事業実行委員会」で事業の推
進にあたっています。昨年もお願いしましたが、記念事業に対する特別寄附金をお願い
申し上げます。
　また令和7年度の同窓会費を別紙振込用紙にてご協力いただきますようお願い申し上
げます。
 
≪振込用紙について≫
　お振込みいただきます金額は、振込用紙通信欄の□寄附、□7年度会費の各項目の
　□に「□」をし、その合計金額をお振込みください。
 
　※すでに特別寄附金をご協力いただきました同窓生に対しましては、誠にありがとう
　　ございました。貴重な寄附金を記念事業に大切に使わせていただきます。 

松代高校創立120周年寄附金等のお願い松代高校創立120周年寄附金等のお願い

校章



2025年 (令和7年) 10月1日　第36号(2)

創
立
１
２
０
周
年
を

　
　
　
　
　
　
迎
え
る
に
あ
た
り

同
窓
会
長

細
川　

隆
男

　

同
窓
生
の
皆
様
、各
地
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
か
ら
同
窓
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
戦
後
80
年
と
松
代
群
発
地
震

か
ら
60
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。実
際
に
戦

争
を
体
験
し
た
人
も
少
な
く
な
り
、二
度
と
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
、ま
た
紛
争

が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、中
東
情
勢
の
平
和
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。松
代
群
発
地
震
も
現
在
頻

繁
に
地
震
が
続
く
鹿
児
島
ト
カ
ラ
列
島
の
よ

う
に
当
時
頻
繁
に
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
ま
す
。群
発
地
震
が
早
く
終
息
す
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
普
段
か
ら
地
震
等
自
然
災

害
へ
の
対
策
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
会
報
第
36
号
は
、来
年
に
迫
っ

た
本
校
の
創
立
１
２
０
周
年
に
向
け
て
の
記

念
事
業
、記
念
講
演
会
等
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

　

１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、同
窓

生
に
再
度
ご
協
力
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
で
す
が
、母
校
の

歴
史
伝
統
を
後
世
に
伝
え
、母
校
の
更
な
る
発

展
を
願
い
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

松
代
高
校
で
３
年
間
学
ん
だ
学
生
生
活
は
、

年
齢
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
、思
い
出
の
深
い

青
春
時
代
の
貴
重
な
宝
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
令
和
８
年
10
月
24
日（
土
）に
記
念
式

典
、記
念
講
演
会
、記
念
祝
賀
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。是
非
今
か
ら
予
定
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
同
窓
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　　
　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
の
皆

様
、同
窓
会
発
展
と
母
校
の
発
展
の
た
め
一
層

の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
よ
り
本

校
並
び
に
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
春
よ
り
、新
た
に
校
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
阿
部
栄
智
で
ご
ざ
い
ま
す
。歴
史

と
伝
統
あ
る
松
代
高
校
に
赴
任
で
き
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
お
り
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、松
代
高
校
で
は
、現
在
進
行
中
の
長

野
千
曲
総
合
技
術
新
校
再
編
実
施
計
画
の
動

き
に
応
じ
、更
級
農
業
高
校
お
よ
び
屋
代
南
高

校
と
の
連
携
を
加
速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
、教
育
資
源
の
共
有
と
生
徒
た
ち
の
多

様
な
学
び
の
選
択
肢
を
拡
充
さ
せ
、新
た
な
教

育
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
校
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
い
た
だ
き
、地
域
と
の
連
携
を
軸
に
し

た「
新
し
い
学
び
」の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。今
年
度
の
文
化
祭「
松
濤
祭
」で
は
、

西
条
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
作
品
展
示
、地
元

警
察
に
よ
る
防
犯
啓
発
展
や
白
バ
イ
・
パ
ト
カ

ー
の
試
乗
、自
衛
隊
に
よ
る
職
種
紹
介
や
グ
ッ

ズ
販
売
な
ど
、地
域
の
皆
様
を
巻
き
込
ん
だ
実

践
的
な
学
び
の
場
を
創
出
い
た
し
ま
し
た
。生

徒
た
ち
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
、

地
域
へ
の
感
謝
と
誇
り
を
育
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
も「
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
」と
し
て
、同

窓
生
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、松
代
高
校
ら
し
い
教
育
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、本
校
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展

と
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
新
し
い
学
び
」
へ校

長阿
部　

栄
智

１
．総　

事　

業　

費            

２
，５
３
０
万
円

２
．記
念
事
業
の
内
容

　
　
（
１
）教
育
環
境
整
備
事
業               

１
２
０
０
万
円

　
　
（
２
）記
念
誌
発
行　
　
　

                  

２
０
０
万
円

　
　
（
３
）会
員
名
簿
発
行　
　
　
　
　
　

   

１
０
０
万
円

　
　
（
４
）記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会　
　
　

  

１
５
０
万
円

　
　
（
５
）記
念
講
演
会　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　
　
（
６
）同
窓
会
基
金
の
拡
充　
　
　
　

１
５
０
万
円

　
　
（
７
）募
金
事
務
経
費
・
予
備
費　
　

６
３
０
万
円

３
．記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
・
記
念
祝
賀
会

　
　

令
和
８
年
10
月
24
日（
土
）

４
．募
金
期
間

　
　

令
和
７
年
10
月
〜
令
和
８
年
10
月
31
日

５
．募　

金　

金　

額

　
　

１
口　
　

１
０
，０
０
０
円　

以
上

　
　
（
寄
附
金
は
、税
法
上
の
控
除
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
ま

　
　
せ
ん
）

６
．払　

込　

方　

法

　
　

同
封
の
郵
便
払
込
票
に
て
お
振
込
み
く
だ
さ
い

７
．そ　
の　

他

　
　
（
１
）こ
の
記
念
事
業
に
対
し
10
万
円
以
上
ご
寄
附
い

　
　
　

た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
、感
謝
状
を
差
し
上
げ
る

　
　
　

と
共
に
祝
賀
会
へ
の
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
２
）５
万
円
以
上
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は

　
　
　

祝
賀
会
へ
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

※
教
育
環
境
整
備
事
業
に
お
い
て
実
施
す
る
施
設
等
は
、長

　

野
県
に
採
納
さ
れ
ま
す
。

創
立
１
２
０
周
年

記
念
事
業
と
予
算
の
概
要



2025年 (令和7年)(3)第36号 10月1日

3,137,375
0

1,000
3,138,375

343,080
100,000
18,000
55,000
91,923

0
41,340
3,660
0
0

2,485,818
3,138,821

400,000
100,000
50,000
60,000
100,000
50,000
50,000
50,000

0
50,000

1,576,818
2,486,818

3,137,375
0

1,446
3,138,821

2,485,818
0

1,000
2,486,818

前年度繰越金

雑収入
貸付金

育英事業
学力向上事業支援
クラブ振興費
学術・文化振興費
産業教育振興費
教育研究助成
会議費
旅費交通費
事務費
雑費
次年度繰越金

松高教育振興会　令和６年度決算・令和７年度予算

2,581,524
1,674,004

1,674,004
1,000,000
860,000
485,000

 0
500

4,019,504

繰越金
同窓会費
入会金
同窓会費前納費

雑収入

総会費
会議費
本部活動費
支部運営補助
会報発行費
慶弔費
記念品代
通信費
旅費
消耗品費
同級会補助費
水道光熱費
雑費
別途積立金
会報発行積立金
予備費

繰入金

出資証券 長野県信用組合出資 1口　金額1,000円

別途積立金会計
I.一般会計

令和 7 年 4月２３日 監事　岸本　敏子 監事　中澤　啓至会計監査の結果、適正に処理されていることをご報告します。

1,329,094
808,000
890,000
455,000
480,000
293,434
4,255,528

1,329,094 
1,600,000 
890,000 
475,000
480,000 
500 

4,774,594 

予算額

120,000
100,000
480,000
135,000
1,425,000
90,000
80,000
140,000
50,000
30,000
50,000
20,000
30,000
500,000

0
1,524,594
4,774,594

100,945
90,801
405,216 
110,000 
1,397,350 
71,150
106,000
100,533
35,700
28,462
40,000
16,732
78,635

0
0
0

2,581,524

予算額
120,000
100,000
444,000
135,000
500,000
90,000
80,000
120,000
50,000
50,000
50,000
18,000
124,300
500,000
100,000
1,538,204
4,019,504

予算額

3,138,821
653,003
2,485,818

2,486,818
2,486,818

0

収入総額

差引残高
支出総額

予算額
400,000
100,000
50,000
60,000
100,000
50,000
50,000
50,000

0
50,000

2,228,375
3,138,375

年　　　 度 令和６年度 令和７年度

年　　　 度 令和６年度 令和７年度

年　　 　度 令和６年度 令和７年度

年　　 　度 令和６年度 令和７年度

松代高等学校同窓会　令和６年度決算・令和７年度予算
６年度決算 7年度予算

4,019504
4,019504

0

収入総額

差引残高
支出総額

６年度決算 7年度予算

6,860,000
1,860,000
5,000,000

前年度繰越金

差引残高
操出金

Ⅱ.松高教育振興会会計
18,000,000前年度繰越金

貸付金
750,000松高カレー制作費

4,255,528

＊雑収入293,434円は主に東海支部解散の支部会計残金。
＊繰入金480,000円は、会報発行積立金の繰入。

　

令
和
７
年
度
の
同
窓
会
定
時

総
会
が
６
月
７
日（
土
）に
松
代

町
の
梅
田
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同
窓
会
物
故
者
へ
の
黙
祷

を
捧
げ
、会
長
の
挨
拶
に
続
き

阿
部
校
長
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
学
校

教
育
の
主
軸
は
、生
徒
の
主
体

性
を
大
事
に
し
た
教
育
に
あ
る
、

と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。続

い
て
総
会
の
議
事
に
入
り
、前
年

度
の
事
業
報
告
、決
算
報
告
、監

査
報
告
が
さ
れ
、続
い
て
今
年

度
の
事
業
計
画
、収
支
予
算
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。次
に
今
年
度
の
教
育
振

興
会
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
創

立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
の
中
間
報
告
と
収
支
決
算

報
告
も
さ
れ
、続
い
て
高
校
再

編
懇
話
会
の
報
告
も
さ
れ
ま
し

た
。最
後
に
退
任
さ
れ
る
、前
松

代
支
部
長
の
坂
本
忠
雄
様
へ
、感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、退

任
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、閉
会
と

な
り
ま
し
た
。総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
、最
後
は
恒
例

の
応
援
歌
と

校
歌
斉
唱
で

締
め
、な
ご
り

惜
し
み
な
が

ら
の
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

　
　
定
時
総
会
開
催

令和６年度　松代高等学校同窓会事業報告書

第１回本部正副会長会議開催
新任職員歓迎会出席

令和６年度関東支部総会出席
常任理事会開催・開校記念日講演会開催

令和６年度定時総会・理事会開催
第３回長野千曲総合技術新校再編懇話会出席
令和６年度第１回編集委員会開催

5

6

7

8

11
12
令和６年度会計監査会開催16

2

20
第２回本部正副会長会議開催・奨学金給付者選定会議開催
創立１２０周年事業合同会議（高校・PTA・同窓会）開催

　

10
14

25 令和６年度松代高校ＰＴＡ総会出席

6 4 令和６年度入学式出席5

松代支部三役会出席
第６２回松濤祭正副会長見学
第３回本部正副会長会議開催

令和６年度第２回編集委員会開催

24

12
6

23
26
創立１２０周年常任委員会開催20

令和６年度松代支部総会出席

奨学金給付者認定式開催20
令和６年度第１回学校評議員会出席19

17

8

年 月 日 摘　　　要

21

8

9

10

11
12

1

2

3

6

7

令和６年度中南信支部総会出席25
27
3
13
〃
1
4
18
18
6
13
27
31
14
21
27
28
1
24

第１回創立１２０周年記念事業実行委員会開催
第４回長野千曲総合技術新校再編懇話会出席
高校職員と同窓会役員との懇談会開催
１２０周年記念事業顧問正副会長会議開催
同窓会報第３５号発行・パソコン講習会全10回開催
令和６年度第３回編集委員会開催
関東支部支部長山岸喜昭様葬儀告別式
第５回長野千曲総合技術新校再編懇話会出席
創立１２０周年事業記念誌編集委員会開催
第４回本部正副会長会議開催
第６回長野千曲総合技術新校再編懇話会出席
同窓会年度別幹事選任説明会開催
１２０周年記念事業誌編集委員会開催
第５回本部正副会長会議開催
令和６年度第２回学校評議員会出席
同窓会入会式・努力奨励賞表彰式出席
令和６年度卒業式出席　　　　　　　　　　　　　　　　
転退職職員送別会出席、お餞別贈呈　

年 月 日 摘　　　要

周年行事積立金分

次年度繰越金
120周年事業特別会計へ

旧財団基金残金を教育事業に

商業科実習授業費
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御
多
分
に
漏
れ
ず
関
東
支
部
も
高
齢
化

が
進
み
、ま
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
会
員

数
が
減
少
の
一
途
で
す
。平
成
30
年
頃
の
総

会
出
席
者
は
１
０
０
名
前
後
で
し
た
が
、

今
年
は
30
名
弱
で
す
。関
東
在
住
者
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。少
子
化
の
せ
い
で

関
東
圏
に
就
職
す
る
方
が
少
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

関
東
支
部
設
立
よ
り
37
年
で
す
が「
40

年
ま
で
は
何
と
か
存
続
を
」の
気
持
ち
を

抱
い
て
い
る
方
々
が
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。そ

ん
な
方
々
の
気
持
ち
に
応
え
る
為
に
も
、

規
模
は
縮
小
さ
れ
て
も
続
け
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。今

年
の
総
会
に
は
、懐
か
し
い
故
郷
の
話
、母

校
の
話
そ
し
て
旧
友
と
の
思
い
で
話
を
語

り
合
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。最
後
に
校
歌
と
信
濃
の
国

を
歌
い
、全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
来
年

の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。こ
の
会
が
一
年
で

も
長
く
続
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

関
東
支
部
の
現
況

　

中
南
信
支
部
は
、

６
月
24
日
に
支
部
役

員
会
を
行
い
、今
年

度
の
支
部
総
会
の
内

容
や
こ
れ
か
ら
の
支

部
活
動
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。総
会
は
、８
月

24
日
、深
志
神
社
の

梅
風
閣
に
て
来
賓
を

お
招
き
し
て
開
催
し

ま
し
た
。学
校
関
係

者
の
方
に
は
、生
徒
さ

ん
の
状
況
や
高
校
再

編
な
ど
、同
窓
会
本

部
役
員
に
は
、令
和
８
年
10
月
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
、中
南
信
支
部
会
員
の
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。総
会
後
の
講

演
は
、今
ま
で
の
歩
み
や
経
験
な
ど
を
中
澤
事
務
局
長

さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
、出

席
者
全
員
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、会
員
同

士
が
お
互
い
の
環
境
な
ど
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に

交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、今

年
度
も
大
川
さ
ん
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
の
大
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
の
会

食
も
楽
し
み
の
一つ
で
す
。今
年
度
は
、会
員
の
提
案
に

よ
っ
て
10
月
12
日
の「
松
代
藩　

真
田
十
万
石
ま
つ
り
」

の
武
者
行
列
な
ど
の
祭
り
見
物
に
中
南
信
支
部
と
し

て
行
く
と
い
う
計
画
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、中
南
信
支

部
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
投
稿
も
多
く
、日
頃
の
交

流
も
着
実
に
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

松
代
支
部
の
活
動
と
し
て
は
、７
月
下

旬
に
開
催
さ
れ
る
総
会
と
、年
３
回
の
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
主
な
活
動
で
す
。

　

総
会
は
、松
代
町
内
の
定
鑑
堂
か
梅
田

屋
で
支
部
活
動
報
告
・
会
計
報
告
・
役
員

改
選
な
ど
が
主
な
議
題
に
な
り
ま
す
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
、概
ね
６
月
と

９
月
に
松
代
マ
レ
ッ
ト
場
で
11
月
は
千
曲

市
の
雨
宮
緑
地
マ
レ
ッ
ト
場
で
27
ホ
ー
ル

ま
た
は
36
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
マ
ッ
チ
に

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。優
勝
・
準
優
勝
す
る
と

次
回
か
ら
一
定
数
の
ハ
ン
デ
ィ
が
課
せ
ら
れ
、

な
る
べ
く
多
く
の
人
が
優
勝
等
で
き
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
に
従
い
ど
う
し
て
も
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。基
本
的
に
は
予

約
も
利
用
料
も
必
要
な
く
簡
単
に
で
き
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
健
康
増
進
に
努
め
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。た
だ
し
、熱
中
症
に

は
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

松
代
支
部
の
活
動

松
代
支
部
支
部
長

　
　
　

野
田　

義
正（
昭
和
39
年
卒
）

　

余
命
い
く
ば
く
も
な
い
か
も
と
言
っ
て

い
た
私（
笑
）、今
年
も
無
事
４
回
目
の
同

窓
会
に
参
加
で
き
ま
し
た
。長
野
駅
東
口

松
栄
寿
し
に
て
、酷
暑
真
っ
最
中
に（
７
月

26
日
）汗
だ
く
で
参
加
で
し
た
。皆
さ
ん
18

歳
の
頃
に
戻
り
、ク
ラ
ス
関
係
な
く
和
気

あ
い
あ
い
と
話
し
に
花
が
咲
き
楽
し
い
時

間
で
し
た
。カ
ラ
オ
ケ
も
盛
り
上
が
り
、来

年
も
ま
た
再
会
す
る
約
束
を
し
て
帰
途
に

着
き
ま
し
た
。感
謝
で
す
。

令
和
７
年
度
の

      

　
　
　中
南
信
支
部
活
動
に
つ
い
て

中
南
信
支
部
支
部
長

       　
　
　
　
　

伊
藤　

淑
郎（
昭
和
43
年
卒
）

昭
和
45
年
卒
同
級
会

山
本　

美
津
江

同級会の助成金を支給しています。支給条件があ
りますので、事前に届け出てください。
詳しくはホームページをご覧になるか、同窓会事
務局までお問い合わせください。
一人あたり５００円（１万円を限度に）支給します。

Eメール：matukou-dousoukai＠dune.ocn.ne.jp
H　   P：https://matsudou.com/

同窓会助成金

関
東
支
部
支
部
長

       　

中
野　

今
朝
友（
昭
和
39
年
卒
）



　

長
野
県
能
楽
連
盟
の

会
長
に
就
任
し
て
今
年

度
で
５
年
目
に
な
っ
た
。

当
会
は
長
野
県
内
の
観

世
流
と
宝
生
流
の
師
範

19
名
と
そ
の
弟
子
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、能
楽
の

普
及
と
長
野
県
の
芸
術
文
化
に
寄
与
す
る
事
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

私
共
の
活
動
は
長
野
能
の
開
催
、能
楽
大
会

と
し
て
素
人
会
の
開
催
、能
楽
教
室
の
開
催
を
三

本
柱
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

長
野
能
は
能
楽
師
約
30
人
に
よ
り
、能
と
狂

言
の
会
を
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
年
１
回
開
催

し
て
き
た
。今
年
は
３
月
に
第
31
回
長
野
能
を

県
の「
元
気
づ
く
り
支
援
金
」を
い
た
だ
き
開
催

で
き
た
。し
か
し
今
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
、会
員

の
減
少
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

能
楽
大
会
は
県
芸
術
祭
と
し
て
、当
会
の
会

員
に
小
布
施
町
と
坂
城
町
の
小
学
生
を
加
え
て
、

素
謡
と
仕
舞
の
発
表
会
を
松
代
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
し
て
い
る
。次
回
は
９
月
７
日
に
予
定
し
て

い
る
。会
場
へ
の
入
場
は
無
料
で
す
の
で
多
く
の

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
既

に
終
了
し
ま
し
た
。）

　

能
楽
教
室
は
小
学
生
と
中
学
生
に
授
業
と
し

て
、能
の
歴
史
・
能
面
の
説
明
と
面
掛
体
験
・
謡
の

体
験
を
行
っ
た
後
に
我
々
の
仕
舞
を
披
露
し
、最

後
に
質
問
を
受
け
て
い

る
。
　

能
は
室
町
時
代
か
ら

６
５
０
年
あ
ま
り
続
く

日
本
の
大
切
な
文
化
で

す
。歴
史
あ
る
能
楽
が

絶
え
る
事
の
な
い
よ
う

活
動
を
続
け
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
母
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、就
職
に
関
し
て
、昨
年

度
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井
管
内

の
求
人
倍
率
は
、令
和
７
年
３
月

時
点
で
３.

９
８
倍
で
し
た
。昨

今
の
物
価
高
や
働
き
方
改
革
、人

手
不
足
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、給

料
面
や
休
日
数
な
ど
の
待
遇
面

の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
企
業
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
情
勢
の
変
化
が
激

し
い
中
、県
内
の
大
学
・
短
大
の

中
に
も
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。そ
う

し
た
大
学
・
短
大
で
は
男
女
共
学

化
に
伴
い
、校
名
変
更
を
し
た
り

学
部
編
成
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
　

今
後
も
情
報
発
信
を
し
っ
か
り

し
、生
徒
が
職
業
や
自
分
の
適
性

な
ど
を
意
識
し
、進
路
先
を
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
ま

す
。
　

同
窓
会
よ
り
ご
支
援
い
た
だ

い
て
い
る「
松
濤
塾
」に
関
し
て
は
、

土
日
の
模
擬
試
験
を
は
じ
め
と

し
た
進
路
実
現
に
向
け
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。同

窓
会
の
皆
様
に
は
、今
後
も
本
校

生
の
学
び
の
た
め
に
ご
支
援
、お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

能
に
魅
せ
ら
れ
て

昭
和
45
年
卒　

近
藤　

豊

進
路
状
況

  

進
路
指
導
主
事　

宮
島　

秀
紀

令和６年度卒業生進路実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　  令和７年３月３１日

学科 卒業生徒数 進学 就職 公務員 家居・
その他四年制大学 短期大学 各種専修学校

商業科 51
男子 29
女子 22

普通科 40
男子 22
女子 18

合　計 91
男子 51
女子 40

能舞台

2 1 9 16 1 0
1 0 15 5 0 1
6 1 7 6 1 1
3 2 9 4 0 0
8 2 16 22 2 1
4 2 24 9 0 1

2025年 (令和7年)(5)第36号 10月1日

　

旧
松
代
駅
舎
が
無
く
な
る
？

地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

旧
松
代
駅
舎
は
、大
正
11
年（
１
９
２
２
）６
月
、河
東
鉄
道（
現
在
の
長
野
電

鉄
）に
よ
る
屋
代
〜
松
代
〜
須
坂
間
の
開
通
に
と
も
な
い
建
設
さ
れ
た
、大
正
モ

ダ
ン
の
洋
風
建
築
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
時
代
は
、西
欧
列
強
の
仲
間
入
り
を
目
指
す
日
本
が
、殖
産
興
業

と
外
貨
獲
得
の
た
め
、製
糸
産
業
を
強
力
に
推
進
し
た
時
代
で
し
た
が
、松
代
に

お
い
て
は
、西
条
に
あ
っ
た
明
治
７
年（
１
８
７
４
）創
業
の
六
工
社
を
は
じ
め
と

し
て
、多
く
の
製
糸
工
場
が
林
立
し
、「
製
糸
城
下
町
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

見
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、製
糸
の
生
産
地
か
ら
消
費
地（
海
外
へ
の
輸
出
拠
点
で
あ
っ
た
横

浜
港
を
含
む
）へ
の
大
量
輸
送
を
目
的
と
し
て
、鉄
道
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、松

代
に
お
い
て
は
、停
車
場
の
敷
地
と
し
て
、殿
町
の
約
８
０
０
０
坪
が
地
元
よ
り
寄

付
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
10
年
５
月
に
は
起
工
。工
事
開
始
か
ら
１
年
余
り
で
、屋
代
〜
須
坂
間
の

24
・
４
キ
ロ
が
竣
工
。ご
く
短
期
間
で
鉄
道
開
通
は
、当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
こ

と
で
し
た
。

　

輸
送
手
段
の
効
率
化
に
よ
り
、松
代
の
製
糸
業
は
更
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
っ

た
の
で
す
が
、昭
和
４
年（
１
９
２
９
）の
世
界
恐
慌
や
第
２
次
世
界
大
戦
を
へ
て
、

製
糸
業
は
徐
々
に
衰
退
。そ
の
後
は
、物
資
の
輸
送
や
地
元
住
民
の
生
活
の
足
と

し
て
、松
代
駅
は
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
利
用
の
拡
大
化
に
と
も

な
い
、鉄
道
利
用
者
は
減
少
化
の
一
途
を
た
ど
り
、平
成
24
年（
２
０
１
２
）に
は
、

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
廃
線
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後
、線
路
は
撤
去
さ
れ

た
も
の
の
、駅
舎
と
付
随
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
西
欧
伝
来
の
ト
ラ
ス
構
造
が
特
徴

的
）は
長
野
市
に
移
譲
さ
れ
、バ
ス
の
待
合
所
や
休
息
所
、観
光
パ
ン
フ
の
設
置
場

所
、ま
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、今
日
に
い
た
る
ま
で
地
域
住
民
に
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、松
代
城
整
備
計
画
等
の
中
で
、駅
舎
周
辺
の
バ
ス
停
移
動
、松
代
城

の
入
口
整
備
、そ
れ
に
伴
う
周
辺
道
路
の
整
備
も
絡
み
、駅
舎
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
る
中
、駅
舎
自
体
の
耐
震
不
足
や
劣
化
問
題

も
浮
上
。地
元
住
民
自
治
協
議
会
を
中
心
に
検

討
の
末
、長
野
市
の
意
向
も
ふ
ま
え
、長
野
市

に
対
し
て
や
む
な
く
取
り
壊
し
の
要
望
を
松
代

地
域
と
し
て
出
し
ま
し
た
。

　

長
野
市
で
は
、今
年
度（
２
０
２
５
年
度
）中

の
解
体
撤
去
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
正
モ
ダ
ン
の
面
影
を
今
日
に
伝
え
る
旧
松
代

駅
舎（
築
１
０
３
年
）。

　

同
窓
生
の
皆
様
で
高
校
時
代
、屋
代
線
を
利

用
し
思
い
出
の
残
る
駅
舎
を
解
体
撤
去
前
に

是
非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。



2025年 (令和7年) 10月1日　第36号(6)

生
徒
会
の
近
況

　

北
信
越
大
会
は
私
が
今
ま

で
出
場
し
た
大
会
の
中
で
最
も

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、経
験
し

た
こ
と
の
な
い
緊
張
感
を
感
じ

ま
し
た
。私
が
出
場
し
た
男
子

１
０
０
ｋ
ｇ
級
は
長
野
県
か

ら
９
人
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
、全
体
で
は
40
名
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
し
た
。私
は
と

て
も
緊
張
し
て
、１
回
戦
敗
退

と
い
う
悔
し
い
結
果
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。私
は
高
校

入
学
後
か
ら
柔
道
を
始
め
た

た
め
１
年
の
時
は
、周
り
と
の

実
力
差
に
い
つ
も
愕
然
と
し
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、日
々
の
練

習
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
勝

ち
た
い
気
持
ち
が
芽
生
え
、私

な
り
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
学
校
内
の
態
勢
が
変

わ
っ
て
柔
道
の
専
門
の
先
生
が

い
な
い
中
で
、生
徒
同
士
で
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
り
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、大
き
な
大

会
に
出
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。関
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
全
て
の
方
に
感
謝
し
ま
す
。

北
信
越
大
会
に
出
場
し
て

　

松
代
高
校
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
部

は
音
楽
室
と
プ
ー
ル
横
の
更

衣
室
で
日
々
練
習
し
て
い
ま

す
。全
部
員
が
楽
器
経
験
が
浅

い
た
め
、毎
日
学
年
を
超
え
て

教
え
合
い
、高
め
合
っ
て
い
ま

す
。今
年
は
松
代
町
内
で
行
わ

れ
た
花
ま
つ
り
に
呼
ん
で
頂

き
、沢
山
の
皆
様
の
前
で
演
奏

す
る
と
い
う
、と
て
も
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、入
賞
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ま

た
一
つ
成
長
す
る
事
の
で
き
る

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。松

濤
祭
で
は
、例
年
と
は
変
わ
っ

て
先
生
方
に
も
サ
ポ
ー
ト
で

入
っ
て
頂
き
普
段
と
は
違
う

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
部
を
お
見
せ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
卒
業
し
た
先
輩
方
や
今

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
成
長
し
た
私
達
を
お
見

せ
す
る
こ
と
が
で
き
、本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
松
代
高
校
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
部
に
温
か
い
応
援
と
サ

ポ
ー
ト
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
部

部
長  

３
年
３
組

                        

竹
内　
弥
莉
愛

柔
道
部

　

     

２
年
３
組　
曽
根　
翔
富　

　

今
年
度
の
生
徒
会「
こ
れ
ま
で
の
松
代

高
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、よ
り
新
し
い

伝
統
を
全
校
で
創
り
上
げ
る
」こ
と
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
前
の
学
校
生
活
が
戻
り
、生
徒

会
活
動
や
学
校
行
事
の
自
由
度
が
増
す

中
で
、松
代
高
校
で
の
生
活
が
よ
り
豊
か

に
な
る
よ
う
、何
か
新
し
い
こ
と
は
で
き

な
い
か
と
、日
々
企
画
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
松
濤
祭
で
は
西
条

小
学
校
の
皆
様
や
警
察
・
自
衛
隊
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
学
校
の
枠
を
超

え
た
」こ
れ
ま
で
に
な
い
松
濤
祭
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
今
年
度

も
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、最
後
ま

で
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
を

は
じ
め
、全
校
の
み
な
さ
ん
や
地
域
の
皆

様
、松
濤
祭
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
生
徒
会
活
動
で
も
、全
校
一

丸
と
な
っ
て
伝
統
的
で
よ
り
新
し
い
生
徒

会
を
創
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。そ
し
て
日
頃
か
ら
松
代
高
校
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
や

先
生
方
に
感
謝
を
伝

え
て
い
け
る
よ
う
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
温
か
な
気
持
ち

で
見
守
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

生
徒
会
長

３
年
１
組

　
岡
澤　
愛
実

生
徒
会
の
近
況
報
告

＜県総体＞ ＜県総体＞
＜春季北信越大会長野県東信予選会＞ 　男子個人　大堀七紫 ハンマー投げ30ｍ49 10位　 　男子団体戦　予選１０位
　　１回戦　東北信連合７ー１６上田東 　　　　　　成沢尚希　1500m　4:22.15　 　　１試合目　　松代２　ー　３長野日大
＜全国高等学校選手権長野大会＞ 　　２試合目　　松代０　ー　５松本工業
　　１回戦　東北信連合３ー６松本蟻ケ崎 ＜北信総体＞ 　　３試合目　　松代４　－　１長野俊英
＜秋季北信越大会長野県北信予選会＞ 　男子団体　（予選リーグ）７位（県大会へ） 　男子個人
　　２回戦　東北信連合２－１２篠ノ井 　男子個人　６名出場　１・２回戦敗退 　　市川２回戦、米澤・村本１回戦敗退

＜県総体＞ 　　曽根（北信越大会へ）
＜北信総体＞ 　男子団体戦（予選リーグ）　予選リーグ敗退 　女子個人
　男子１回戦　松代39　ー　96中野西 　　１試合目　　松代２　ー　０飯田 　　小岩１回戦敗退
　女子１回戦　松代・屋南・更農39ー135市立長野 　　２試合目　　松代２　ー　３松商学園 ＜北信越大会＞

　　３試合目　　松代３　－　２東御清翔 　　曽根１回戦敗退
＜北信総体＞
　男子　１回戦　松代・長野西　ー　２長野東 ＜北信総体＞ ＜北信総体＞
　女子　１回戦　松代０　ー　２長野日大 　女子団体　40射18中　3位（県大会へ） 　男子団体　　１回戦　松代０ー３長野南

　女子個人　横川ひなの　8射6中5位（県大会へ） 　男子ダブルス　２ペア出場　１回戦敗退　
＜北信総体＞ ＜県総体＞ 　男子シングルス　４名出場　１回戦敗退
　　　　１回戦　松代1　ー　5長野工業 　女子団体　予選敗退

　女子個人　横川ひなの　7位もサドンデス残れず 　＜長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会
＜北信総体＞ 　　東北信大会Power　Live　TH出場＞　入賞なし
　男子個人　大堀七紫　ハンマー投げ　　33m08　 ＜北信総体＞
　　　　　　　　　　　　3

7

位（県大会へ） 　男子団体（予選リーグ）　７位（県大会へ） 　　まつしろお花まつり　販売活動参加
　　　　　　原山陽向　1500ｍ　5:15.43 　男子個人（県大会へ） 　　菅平カントリーフェスティバル出店

　　　成沢尚樹　1500m　4:23.51 
位(県大会へ）　　

60Kg級　米澤慎治、市川智也、村本彰吾 　　商業総合競技大会参加

　女子個人　酒井愛生　走り高跳び　1m35　7位

　　100Kg級　曽根翔富

【野　球】

【剣　道】

【バスケットボール】

【バレーボール】
【弓　道】 【バトミントン】

【サッカー】

【ミュージュク】
【陸　上】

【柔　道】
【商　業】

【茶　道】

　　　　　　成沢尚希　1500m　4:22.15　

　女子個人（県大会へ） 　　PTA理事会後のお茶出し
　　57Kg級　小岩紗希 　　期日前投票お茶出し

令和７年度　クラブ活動大会成績
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松
濤
祭
に
つ
い
て

 　

天
候
に
も
恵
ま

れ
、第
63
回
松
濤

祭
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。生
徒
を
は

じ
め
先
生
方
や
保

護
者
の
方
々
、近

隣
の
方
々
の
協
力

が
あ
っ
て
の
文
化

祭
で
し
た
。最
初

は
、私
に
で
き
る
の

か
、全
校
の
皆
さ
ん
や
、来
場
し
て
下
さ
る
方
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、と
て
も
不
安
で
し

た
。し
か
し
、執
行
部
の
み
ん
な
や
、先
生
方
に
支

え
て
も
ら
い
、当
日
を
迎
え
ま
し
た
。多
く
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
や
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
て
、と
て
も

嬉
し
く
、頑
張
っ
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
生
徒
会
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
、文

化
祭
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
、本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。そ
し
て
全
校
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
、

執
行
部
の
み
ん
な
の
協
力
の
お
陰
で
、大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
な
く
２
日
間
の
文
化
祭
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
濤
祭
実
行
委
員
長　

３
年
２
組　

堀　

瑠
莉
愛

開
校
記
念
日
講
演
会

　
　
松
尾
敦
之
先
生
の
被
爆
体
験

　

昭
和
は
、大
正
天
皇
が
、１
９
２
６
年
12
月
25

日
に
崩
御
し
、昭
和
天
皇
が
即
日
即
位
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。そ
の
昭
和
元
年
か
ら
数
え
て
、今
年
、

令
和
７（
’25
）年
は
、昭
和
１
０
０
年
に
あ
た
り

ま
す
。そ
の
昭
和
の
前
半
３
分
の
１
は
戦
争
の
時

代
で
し
た
。今
年
は
、昭
和
20
年（
’45
）の
太
平
洋

戦
争
の
終
戦
か
ら
数
え
て
、80
年
と
い
う
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。▼
そ
の
終
戦
は
、２
発
の
原

爆
の
投
下
に
よ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。昭
和
20

年
８
月
６
日
、広
島
で
は
約
14
万
人
が
、８
月
９

日
、長
崎
で
は
約
７
万
人
が
、原
爆
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
遺
症
に
よ
る
死

者
を
含
め
る
と
、膨
大
な
犠
牲
者
に
な
り
ま
す
。

▼
戦
後
、広
島
や
長
崎
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
信

州
の
地
に
も
、原
爆
の
惨
禍
を
経
験
し
た
方
々
が

み
え
ま
し
た
。母
校
松
代
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
た

松
尾
敦
之
先
生
も
そ
の
一
人
で
す
。▼
５
月
２
日

の
開
校
記
念
日
に
、松
尾
先
生
に
つ
い
て
著
作
の

あ
る
、信
濃
毎
日
新
聞
文
化
部
デ
ス
ク
の
上
野
啓

祐
記
者
に
、松
尾
先
生
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。▼
松
尾
敦
之
先
生
は
長
崎
の
人
で
す
。

明
治
37
年（
’04
）、長
崎
に
生
ま
れ
、原
爆
投
下

時
は
41
才
ほ
ど
、妻
と
男
女
２
人
ず
つ
の
４
人
の

子
供
の
父
親
で
し
た
。そ
れ
が
原
爆
に
よ
り
、長

女
を
除
く
家
族
４
人
を
い
っ
ぺ
ん
に
亡
く
し
ま

 

耕
し
作
物
を
栽
培
し
た
り
、地
元
企
業
と
コ
ラ
ボ

し
て
商
品
開
発
を
行
っ
た
り
、他
校
と
交
流
し
な

が
ら
販
売
活
動
を
行
う
な
ど
、地
域
資
源
を
活

用
し
た
学
び
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。中
に
は
、

放
課
後
自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
生
徒
も
い
て
、と
て
も
頼
も
し
い
で
す
。今
後
は
、

こ
う
し
た
活
動
を
可
視
化
し
、よ
り
地
域
の
皆
様

に
発
信
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

松
高
生
の

「
わ
く
わ
く
」
を
地
域
と
共
に

　

長
い
歴
史
の
中
で
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
魅

力
溢
れ
る
ヒ
ト
・モ
ノ・コ
ト
、地
域
資
源
の
宝
庫

松
代
。１
年
生
は
、入
学
後
す
ぐ
に
松
代
文
化
財

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
様
の
案
内
に
よ
り「
松

代
ぶ
ら
散
歩
」に
出
か
け
ま
し
た
。３
年
間
通
学

す
る
松
代
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
仲
間

づ
く
り
を
行
い
、高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。２
年
生
は
松
代
で
活
躍
す
る
方
々
を
お

招
き
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
を
行
い「
松
代
人
物

図
鑑
」と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。松
代
に
根
付
く

「
遊
學（
楽
し
み
な
が
ら
深
く
学
ぶ
）」の
理
念
を

具
体
化
し
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、松
高
生
の

主
体
性
と
探
究
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。３
年
生
は
、

政
治
経
済
の
授
業
か
ら
派
生
し
た
主
権
者
教
育

を
深
化
さ
せ
、啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
も
含
め
、

期
日
前
投
票
場
を
校
内
に
設
置
し
ま
し
た
。商

業
科
で
は
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
授
業
で
松
代
泉
水

路
を
歩
い
て
そ
の
秘
密
を
探
っ
た
り
、自
ら
畑
を

 
学
校
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
た
。自
由
律
句
の
俳
人
で
も
あ
る
先
生
は
、そ

の
時
の
思
い
を
句
に
残
し
て
い
ま
す
。「
炎
天
、い

ま
わ
の
水
を
さ
が
し
に
ゆ
く
」。亡
く
な
っ
た
家

族
は
、自
分
の
手
で
火
葬
に
し
ま
し
た
。「
ほ
の

お
、兄
を
中
に
し
て
よ
り
そ
う
て
火
に
な
る
」▼

昭
和
24
年（
’49
）９
月
、45
才
の
先
生
は
、丸
子

町
出
身
の
再
婚
の
妻
の
縁
で
か
、現
屋
代
高
校
に

赴
任
し
、同
26
年（
’51
）松
代
高
校
に
転
任
し
ま

し
た
。仮
寓
の
大
英
寺
で
詠
ん
だ
も
の
か
、「
雪
の

ふ
く
ら
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ふ
き
の
と
う
」と
い

う
句
が
あ
り
ま
す
。▼
先
生
は
、松
代
高
校
で
10

年
間
、英
語
と
商
業
を
教
え
ま
し
た
。こ
の
間
、松

代
高
校
教
頭
を
務
め
、昭
和
31
年（
’56
）発
足
の

「
長
野
県
原
水
爆
被
災
者
の
会
」の
会
長
に
も
就

任
し
、原
水
爆
禁
止
運
動
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。

▼
昭
和
36
年（
’61
）、57
才
で
松
代
高
校
を
退
職

し
、故
郷
の
長
崎
に
戻
り
ま
し
た
。昭
和
47
年

（
’72
）、句
集「
原
爆
句
抄
」を
刊
行
し
、昭
和
58

年（
’83
）に
亡
く
な
り
ま
し
た
。79
才
で
し
た
。

「
空
に
と
ん
ぼ
う
い
つ
ま
で
も
年
取
ら
ぬ
子
が
瞼

の
中
」、「
一つ
生
き
の
こ
る
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
声
長

く
な
く
」。
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創
立
120
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　

記
念
講
演
会
講
師

聖
澤　

諒
氏

（
本
校
平
成
17
年
卒
業
）に
決
定

 　

令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）10
月
24
日（
土
）

開
催
の
記
念
講
演
会
講
師
に
、元
プ
ロ
野
球

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
選
手
の
聖
澤

諒
氏
に
決
定
し
ま
し
た
。

・
聖
澤　
　

諒　

氏　
　

経　

歴

２
０
０
５
年　

　
　
　
　
　
松
代
高
校
卒
業
、國
學
院
大
學

　
　
　
　
　

入
学

２
０
０
８
年　

　
　
　
　
　
同
大
學
卒
業
後
東
北
楽
天
ゴ
ー

　
　
　
　
　
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
入
団

２
０
１
２
年　

　
　
　
　
　

最
多
盗
塁
王
の
タ
イ
ト
ル
獲
得

２
０
１
３
年　

　
　
　
　
　
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

　
　
　
　
　

ル
ス
の
リ
ー
グ
優
勝
及
び
日
本

　
　
　
　
　
一
に
貢
献

２
０
１
８
年　

　
　
　
　
　

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
引
退

　
　
　
　
　
（
11
年
間
在
籍
）

２
０
１
９
年　

　
　
　
　
　

楽
天
球
団
職
員「
楽
天
イ
ー
グ

　
　
　
　
　
ル
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」コ
ー
チ
に
就

　
　
　
　
　

任

 

著
書「
弱
小
チ
ー
ム
出
身
の
僕
が
プ
ロ
野
球
で

活
躍
で
き
た
理
由
」令
和
６
年
辰
巳
出
版

　

全
国
的
な
猛
暑
続
き
で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
お

い
で
と
思
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
猛
暑
が
続
き
そ
う
で

す
の
で
引
き
続
き
体
調
管
理
に
徹
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
学
校
の
動
き
は
活
発
化
し
て
い
ま
す
。学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
全
生
徒
が
個
々
の
活
動
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

             　
　

   〈
編
集
委
員
〉 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
林　

正
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
田　

今
朝
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本　

敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
川　

民
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
澤　

徹
明

        　
　

         〈
事
務
局
〉　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
場　

利
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

涼
子

作
品
募
集

作
品
募
集

　

同
窓
会
報
に
掲
載
す
る
記
事･

写
真･

俳
句･

短
歌･

川
柳･

挿
絵
等
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　

本
校
同
窓
生
。

【
応
募
作
品
】　

自
作
で
未
発
表
の
も
の
。

【
形
式
】　

記
事
は
４
０
０
字
内
。他
は
自
由
律
で
も
可
。

作
品
は
題
名
を
記
す
。

【
記
載
事
項
】　

氏
名(

ペ
ン
ネ
ー
ム)･

郵
便
番
号･

住

所
・
電
話
番
号･

卒
業
年
。

【
留
意
事
項
】　

随
時
募
集
し
ま
す
が
、会
報
編
集
に

間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、次
回
に
送
り
ま
す
。不
掲
載
・

割
愛
・
校
正
等
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

【
応
募
方
法
】　

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
。

〒
３
８
１-

１
２
３
２
長
野
市
松
代
町
西
条
４
０
６
５

松
代
高
校
同
窓
会
事
務
局　

Ｅ
メ
ー
ル

m
atukou-dousoukai@

dune.ocn.ne.jp

令和 8年度の同窓会総会は、下記の通り開催いたします。
同窓生の皆様の多数ご参加をお待ちしております。

令和 8年度同窓会総会開催について

令和８年６月６日（土）開   催   日   　

梅田屋　
（松代町中町　TEL 026-278-2174）

開 催 場 所

「会員交流会」午後４時３０分～
「総会」午後３時～
   

時　　  間

同窓会活動はみなさま方の会費によってま
かなわれております。会報の発行・支部活動
助成・母校の学習やクラブ活動等の支援を
実施しております。みなさま方のご理解と
ご支援をお願い申し上げます。

○令和７年度転入職員○令和６年度転退職職員

転入・転退職職員（敬称略）

教　科 氏　名 前任校等
校　長
教　頭
国　語
数　学
理　科

阿部　栄智
山口　雅子
藤田　咲子
松崎　信夫
伊東　隆則
駒津　憲雄

松代教頭
篠ノ井
長野西
屋代南
長野南
中野西

教　科 氏　名 前任校等
保　体
英　語

養　護
事　務
　
　

松本　弘夢
番場　利秀
大屋　愛莉
坂田　悠子
上村　安則
宮入　章江

茅野
長野商業
新規採用
蘇南
長野商業
新規

教　科 氏　名 新任校等
校　長
国　語
社　会
数　学
理　科

向井　健太郎
武士　寧々 
奥山　宗春
八釼　拓也
小野　陽子
瀧澤　伸子

教育委員会  心の支援課
上田（新規採用）
屋代南
屋代
中野西（教頭）
退職

教　科 氏　名 新任校等
保　体
英　語

商　業
養　護
事　務
　　
　

宮澤　幸大
坂口　教道
宮坂　淳子
畑山　路知子
横地　京子
金児　有美

国スポ・全障スポ大会事務局

退職
須坂
総セ研修派遣
長野工業
長野工業


